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Abstract 

This study focused on 5.014 young children's life habits in six regions of China. cxamjning 

TV or videos screen time. bed time. hours of rest. as well average time of day of waste 

elimination. 

The results collected found: 

(1) Young children in I3eijing slept the shortest length of time (9 hr 12 min.). while children 

Jjving in Shanxi Province slept (9 hr 49 min.) longer.. 

(2) Young children in Shanxi Province had the latest time of day for dcfccalion (4:07 p.m.). 

(3) Young children living in Yunnan Province spent the longest time viewing TV or videos (1 

hrl7min.). 

(4) The children of Anhui Province were the only children in this sLUdy who went to bed 

before 9:30p.m. (9:20p.m.),111d slept longer than由eircohorts in lhis study (9 hr tl6 min.) 
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はじめに

中国教育部は、 「3~ 6歳児哨学習と発展ガイ

ド」 1 において、栄蒼1(1j・休1ltI(1i・ 述動面の内

容を含む良好な牛活習間は、幼児の他康づくり に

とって必要不可欠であることを指摘している。

中国幼児の牛泊習恨に関する先行研究におい

て、休登面では、劉、も直じら1 は、 此）•11 省の 3 ~ 

6歳児を対象とする調介から、幼児は）JII齢にとも

ない遅寝遅起き ・短時lliJII唾liltとなる間趙、1ばを明ら

かにしたe また、就哀II.9践ljおよび起床時刻は、‘|i.

IIより週木の方が、より迎くなる傾向にあること

を報告したc さらに、陳秋ら ·I ' は、i易・）•|•|市にお

ける未就‘浮児のII碓眠状況を調介し、男女を問わず

遅寝 ．睡眠不足であること、 46.l％の幼児にII垂IIlし

l旅害があることを報告した。

栄登面では、1959・年から令1KI的な栄低状況調

と栄投状態において、肥樅j|iill迅が深刻化している

ことが報告された，その中で、 2012年に 6~ 17 

波の児煎 •生徒で標湘体収を超過している割合は、

2002年のデータと比ぺて、5.1% 上昇して9.6％に、

肥満率が4.3% |ヵ昇して6.4％になったことを発表

したっ

運動l(iでは、中国国家i・"I民1本）J調査センターが、

3 ~69歳の中国国民を対象として、 2000年から

5年ごとに全Iii31省で 「lKI民体力調ft」 ．うを実

施しており、 幼児の2014年のデータを 2010年の

ものと 比較すると、 男児はポー ル投げ• 平均台

渡り ・10m往復走、女児は座位の前屈の測定結

果が低ドしていることがわかった。 また、張彦

峰ら＼）は、 2010年の調介データを用いて分析し、

男女問わず、室外泊動IIか間が全内泊動時間より有

意に長かったが、 11)●：週‘ド均 5回以上、身体活動を

介が行われており、近年の中1RIIIillも栄養と慢性疾 する人の人数‘;lflj合は、）JIl齢とともに減少する傾向

患状況報告書 (2015)Iでは、国民の身体発育 にあることを報古した＿

1 ) 悼稲田 火学大学院人1開科学研究科• 2)中11iI：哨僑大学体育学院 3)中国 ：首都師範大学体育教学研究部 4)早稲田大学）凋科学学術院
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しかし、中国全体としてみると、栄養面・休必面・

運動而令体のバランスを考曲して、幼児のIt活習

恨の実態を調査・分析する研究は、 I• •分に行われ

ていない。また、幼児に関する詳細な生括調在か

ら見い出した健康管理ヒの問題点を検討し、分析

することや問題点から検討した改善策をまとめた

研究報街も未だなされていない。

そこで、本研究では、 中国に居仕する 3~ 6歳

幼児の生活習慣調査を保設者に対して行い、中国

の幼児の生活習•Ittの実態を調査し、それぞれ地域

別 ・性別に分けて、その特徴を分析することとし

た。あわせて、各地域の幼児が抱える健康管狸上

の問題｝．I、［を見い出し、その改善策を検討し、提示

することとした。

方法

2017年6月～2018年 12月に、北京市(12園）、

福建省泉州市 (3園） と柔南省1も明市 (4園）、

山西省醤城市 (2園）、 安徽省阜I湯I|i(2位1)と

映西省西安市 (4園）の幼児園で、1f「5,014人 （男

児2.559人・女児2.455人）の幼児の保護者に対し、

幼児の生活習慣調森7Jを実施した （表 l)。

統計処理は、 SPSSver.24を用いて、地域別の

6群のI|：．活時間の平均値の差をみるために、 —•元

配置の分散分析8)によ って検討した。

倫那的な配慮としては、調査を実施する際に、

調査の卜1的と方法のほか、調香のJ111答は任揺であ

ること、個人名は特定されず、プライパシーは保

護されることを、調査園や保護者に説明をし、同

意の待られた対象から国答をしてもらった （早稲

田大学倫理審査許u［番号2018-228)。

結果

1.就寝時刻

6地域の幼児の平均就寝時刻は、男児では21

時 18分 （安徽省） ～21時50分 （山西省）であ

り、女児では21時22分（安徽省）～21時49分

表1 中国での対象地域の抽出

北部

南部

西部 1 中部

映西省

雲南省

山西省

安徽省

東部

北京市

福建省
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（映叫省）であった （表2)。6省の中で、安徽省

の幼児の平均就寝時刻が、男女ともに 1％水準で

布意に早かった。

また、「21時以降」に就寝している幼児は、

78.8% （安徽省男児）～97.6% （実南省男児）い

た（図 l)。

2.起床時刻

平均起床時刻をみると、男児では6時53分 （北

東市）～ 7時 19分 （雲南省）の範囲であり、女

児では 6 時 55 分 （北泉•·1 fi)~ 7時19分 ('玉南省）

であった。平均起床時刻においては、 1 ％水準で

北京市の幼児が有意に早く、 6地域で唯一7時前

であり、霙南省の幼児は有意に遅い起床であった。

また、「7時前」に起床している幼児は、5.7%（山

西省女児）～:36.2% （北卓市男児）いた。

3.睡眠時間

平均睡眠時間をみると、男児では9時間 l1分

（北京l|i)~9時間 45分 （安徽省）の範囲であり、

女児では9時間 12分 （北ふ国市）～9時間47分 （安

徽省）であった。平均ii匪Ill拙時間においては、安徽

省の幼児が有意に長かった (p< 0.01)。
「10時間未満」帷眠の幼児は、 27.7% （安徽省

男児）～61.6%（北京市男児）いた （図2)。また、

r 9時間 30分木満」の短時間睡眠の幼児は、 53.2

％ （安徽省女児）～89.8%（北以叶i女児）いた。

4.朝の疲労状況

朝の疲労症状別の有訴率をみると、男女とも

に第 1位は 「ねむい」で10.5%（山西省男児）～ 

23.1 %（映西省男児）みられた。続いて、「あく

びがでる」で、 3.9%(ill西省男児） ～11.l % （雲

南省男児）、そして、「からだがだるい」が3.1％ （安

徽省女児）～7.4 % (I侠西省男児）と続いた （表3)。

5 朝食摂取状況

平均朝食開始時刻をみると、男児では 7時36

分 （安徽省）～ 8時20分 （雲南省）であり、女

児では7時41分 （山西省） ～ 8時21分 （裳南省）

であった。平均朝食開始時刻においては、 実南省

の幼児が有態に遅かった (p< 0.01)。
6.排便状況

平均排便時刻をみると、男児では 12時34分（安

微省）～15時44分 （裳南省）であ り、女児では

13時 14分 （安徽省） ～ 16時30分 （雲南省）で



あった。

また、排便の時1廿jヽ 間において、 「8時前」に排

便をすませている幼児は、 8.6%（安徴省女児）

~21.9%（山西省男児）いた。さらに、排便が不

定期の幼児は 9.8% (1111叫省男児）～ 60.5% （安

徽省女児 ） いた ( |~,3 ) 。

7.あそび時間・帰宅後のあそび内容

、F均あそび時間をみると、男児は2時間 28分

（山西省）～3時11¥J13分（北京市）の範囲であり、

女児では2時間 39分（I決西省）～ 3時1甘J13分（北

京市）であった。平均あそび時間は、北京rliの幼

児が有意に」とかった(p< o.0l)。
帰宅後のあそび内容（卜位3項目）は、男児では、

「テレビ・ビデオ視聴」、「米り物のおもちゃ」、「プ

ロックあそび」であり、女児では、 Ii知西省を除く、

すぺての地域で「お絵かき」、「テレビ・ビデオ視聴」

が上位2位までにあがった （表2)。続いて、 「ま

まごと」、「絵本・本誠み」、rT.作」、「人形あそび」

となったc

8.外あそび時間

、F均外あそび時間をみると、男児では 1時間

02分 （山西省） ～ I IIが11¥J49分（北京市）の範囲

であり、女児では 1時間 04分 （山西省） ～ 1時

11¥J 37分（北京I|i）であったっ

平均外あそび時間においては、北京市の幼児が

仔滋に長かった(p< 0.()1)。
9 テレピ・ピデオ視聴時間

平均テレビ ・ピデオ視聴時間をみると、男児で

は47分 （1:央洒省） ～ 1時間 19分 （雲南省）の範

囲であり、女児では44分 （映西省l~ 1時間 13

分 （実南省）であった，

ギ均テレピ・ビデオ視聴時間においては、映西

省0)幼児がイf.,:訟に短かった(p< O.OU。
10. 6地域のカウプ指数でみた幼児の体型

「杵辿」体I利に該 ‘りする人数割合をみると、

33.5％ （山西省女児）～ 50.4% ([｝：西省男児）の

範囲にあった (l・:<I4)., 

また、 「やせぎみ」と「やせすぎ」体型に該当

する人数割合をあわせると、 21.7%（鋏西省男児）

~45.9%（山西省女児）であり、「）．くりぎみ」と「太

りすぎ」体邸に該‘りする人数割合をあわせてみる

と、 16.7%（福建省女児）～ 33.9％ （北ぶ[.l|i男児）
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であったi・，

考察

1.地域別にみた考察

叫．Ii|0)幼児の生活習恨を、休必而・栄養面・運

動面から 6つの地域別に比較し、それぞれの地域

の課題や改袴策を検討した。

北京市の幼児の平均あそび時間 (3時間 12分）

と外あそびII寺11¥J (l時111143分）は、ほかの地域

より 1％水泄で有政に長いことを確認した。 日

中、 卜分にからだを使って活動することによって

夜に、心地よい疲れを得ることは、就寝時刻が早

まるこ とにつながっていくが、 、ド均就疫時刻 (21

時42分）は、21時30分を超える遅寝であった。

また、迎凝により、平均睡眠時間 (9時間 12分）

は、ほかの地域と比ぺ1％水泄でイ1・意に短いこと

を確認したe

北以市では、夕食後、保護者が子どもを連れて、

住宅地近くの公園や広場で活動している習慣があ

る 。 f• ともにと って 、 「 n 中は体温が上がって活

動的になり、夜は体温がドがっ て Ill~ くなる m」と

しヽう '•I才．体リズムは非常に市災であるが、北京市の

ように、夜に泊動する環境や習tttがあると、逆に

子どもの体温が高く維持され、なかなか寝つけな

いようになっていくのではないかと懸念した，ま

た、カウプ指数をみると、 「普辿」に該当する幼

児(3歳女児を除く ）が4割を I;1111つていた3一方、

「太りぎみ」および「）ヽりすぎ」にけ亥刈する男児

が3割強、女児が2割強みられた。II垂眠が不足し

てくると、政欲を促進するホルモン lU の分泌を

促し、必＇災以上に食欲が）じ進するため、「太りぎみ」

「)、くりすぎ」の幼児が姻え、 「将・辿体型」幼児が少

なくなったのではないかと考察した。また、睡眠

時間が知く なると、長い此醒時間で、おやつや夜

食などを摂収する機会が増えることも、体型にネ

ガテイプな影烈限を及ぼしているのではないだろ う

か。

よって、幼椎Iiilの保育者が、 [•どもたちの体温

が蚊も高くなる＇「後 4時1前後 II'に、園でからだ

をしっかり動かす巡動をさせて、子どもがエネル

ギーの発散ゃ•Ili緒の解放を図って、夜には心地良

い疲れを感じて、早めに就哀できるのではないか



表2 中国6地域の幼児の生活活動時間

項目：：

東部

北京市 福遅省
(N=1, 081) | (N=792) 

頓

山西省 丁ー一五
(N=488) I (N=383) 

西部

侠西省 丁―`云i：
(N=766) I (N=l. 504) 

全体

(N=5, 014) 

墾

冠

就寝時刻

全体 :：□言言コ□□言三三□三已
男児

女児 ：：芯：：I:：：；芯叫 ：：芯::I:：霊ばI::：：：：芯I::：：芯閲 ：：：］：：：： 
起床時刻

全体 6「二ニ.三↑1分1 7時II分立5分

蓮眠時間

::I:::]直誓戸:::::I:::::::::I:::::::::I:::::::::

，：：言ご言言全体 9時間28分土38分

男児

女児

7時55分土29分

7時59分士28分

朝食時割 r
 

●事 •• 
全体

7時52凸芍言さ日［ぎ已□□三口百口こ口己土24分
•• • • I l l 

7時58分土29分

墾
辺

持便時刻

全体 主立コ三戸ヨ`：：］主戸已］］主主
男児

女児

夕食時刻

全体

男児

女児

あそび時間

全体

口：1 - ロロ］：：ロロ
：言攣ご口：：：［三

男児

女児

外あそび時間

全体 言言言王言戸
男児

女児

1時間12分士55分11時111101分土52分

1時間12分士55分 54分土48分

66分士38分1 1時間7分士48分

56分士43分 1時111111分土51分 :::::::I : ::]::::[:I ::::]::::::]: 
テレビ・ピデオ

視題時間
全体

r 
1 -... —+· • →--

1 時間12旦竺し長~51+_」6~雲雰塁仁缶二:!:昇四門±60分I I時111106分士54分

• • : p(O. 01 
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北京市

(563人）

山西省 山西省

(255人） (232人）

挟西省 侠西省
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褐建省 播建省

(434人） (358人）

安置省 安鶴省
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図1中国6地域の幼児の就寝時刻別人数割合
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図2 中国6地域の幼児の睡眠時間別人数割合

表3 中国6地域の幼児の朝の疲労症状（訴え率）と帰宅後のあそび内容ー・
（人晨t割合）

地 域 ；万討！目 朝の疲労症状［上位3項目］（訴え率） 帰宅後のあそび（上位3項目を抽出J

男児(N=518)
ねむい あくびがでる からだがだるい テレピ・ビデオ 乗り物のおもちゃ ブロックあそび

北京市 (18.5%) (6.9%) (5.4%) (52.3%) (52.3%) (52.3%) 

(N=l. 081) 
女児(N=563)

ねむい あくびがでる 損になりたい お絵かき 丁レビ・ビデオ 工作

(13.9%) (57%) (4.6%) (69.6%) (49.4%) (31.6%) 

男児(N=256)
ねむい からだがだるい

あくびがでる(3.9%)
ブロックあそび ァレビ・ビデオ お絵かき

山西省 (10.5%) (5.5%) (543%) (52.3%) (44.9%) 

(N=488) 
女児(N=232)

ねむい 気分がわるい きちんとしていられな お絵かき 丁レビ・ビデオ ままごと

(10.8%) (5.2%) い(4.3%) (75.0%) (42.7%) (38.4%) 

男児(N=376)
ねむい あくびがでる からだがだるい 乗り物のおもちゃ プロックあそび お絵かき

陵西省 (23.1%) (10.1%) (7.4%) (57.7%) (569%) (41.8%) 

(N=766) 
女児(N=390)

ねむい
あくびがでる・からだがだるい(6.9%)

お絵かき 絵本・本読み ままごと

(20.5%) (70.0%) (48.2%) (40.8%) 

男児(N=434)
ねむい からだがだるい

あくびがでる(5.1%)
ァレビ・ビデオ 乗り物のおもちゃ 絵本•本読み

福建省 (13.1%) (6.7%) (55.3%) (52.5%) (42.9%) 

(N=792) 
女児(N=J58)

ねむい あくびがでる からだがだるい・気 お絵かき テレビ・ビデオ 絵本•本統み

(126%) (6.1%) 分がわるい(4.2%) (72.6%) (53.9%) (45.0%} 

男児(N=221l
ねむい あくびがでる 気分がわるい ブロックあそび テレビ・ビ丁オ 乗り物のおもちゃ

安徽省 (109%) (7.7%) (5.0%) (622%) (49.9%) (43.6%) 

(N=383) 
女児(N=162)

ねむい あくびがでる からだがだるい お絵かき テレビ・ビデオ 人形あそび

(12.3%) (6.8%) (3.1%) (71.7%) (58.3%) (301%) 

男児(N=754)
ねむい

あくびがでる・からだがだるい(111%)
丁レビ・ビ丁オ 乗り物のおもちゃ お絵かき

雲南省 (212%) (62.2%) (49.9%) (436%) 

(N=l,504) 
女児(N=750)

ねむい あくびがでる からだがだるい お絵かき テレビ・ビデオ 絵本 • 本読み

(19.6%) (8.7%) (6.8%) (71.7%) (583%) (30.1%) 

男児(N=2.559)
ねむい あくびがでる からだがだるい テレビ・ビデオ 乗り物のおもちゃ プロックあそび

全国 (17.6%) (8.1%) (7.5%) (53.0%) (499%) (43.8%) 

(N=S.014) 
女児(N=2.455)

ねむい あくびがでる からだがだるい お絵かき ァレビ・ビデオ 絵本 •本統み

(16.1%) (6.6%) (5.1%) (70.9%) (49.6%) (37.4%) 

複数回答

-:i:l -
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図 3 中国 6地域の幼児の朝の排便状況別人数割合
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全国
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図 4 カウプ指数でみた中国6地域の幼児の体型

と考えた。そして、夜になると、静的な泊動を選び、

光刺激や音刺激を避けるように上火すると、就寝

時刻を見めることにもつながると考えたu

山西省0)幼児の‘|;・均就寝時刻は 21時 49分であ

り、 6地域で就哀時刻が最も遅い地域であった。

22時以降に就哀する幼児の割合は51.3%~53.9

％もいたことより、 山西省の半数以 I．．の幼児が

22時以降に就寝していることがわかるt． 睡眠不

足で自律神経機能の失調や低体温による朝の体調

不良、イ ライラ感を誘発し、落ちがfきのない多動

傾向を生み出すこ とになる恐れがあることを懸念

した。

また、外あそびII.か|lりにおいては、 山西省の幼児

は、北京l|iや安徽省、 裳南省に比べて 1％水準で

介意に短かかったしさらに、＇｝硝む後 のあそび内容

をみると 、お絵かきやままごとといった静的なあ

-5-1 -

そびやテレピ・ピデオ視聴といった平lili的な枡動

を日如XiHにあげており、降凶後に、戸外でしつ

かり空間を使ってからだを動かす外あそびの少な

いことと室内での静的あそびが多いことを確認．し

たJ外で遊ぶ了・どもほど、規則在しい生括リ ズム

を送っていることから、外あそびの充尖により、

,,,.く就寝させる牛話を送ってほしいものである。

そのためには、保育者や親といった大人は、 l」l|I

に［どもたちにからだを直）Jかす楽しさを味わわせ

ることや、多様な述動あそびの楽しい体験をもた

せて、述動を好きにさせること等への工夫が求め

らiLよう 3

狭西省の幼児の平均就寝II・9該IJは21時47分であ

り、 4'かに女児の就寝時刻 (2lll寺49分）が6地域

の女児の中で最も迎かった。起）＊時刻は、 7時

以降 と遅く 、遅哀迎起きで、短時問睡111((9時



間27分）となっていた。また、男女ともに、朝

食時刻は、 6地域の中で2番目に遅い地域になっ

ており、排伽1寺刻は最も迎くなった。排1史12'は、

胃の中に食べ物が人ってくるとその刺激を受けて

大）l易が蟷動運動を起こし、便を S状結腸から直

腸へ送り出すので、朝食を食ぺることにより、排

便リズムが作られる。

映1叫省の幼児は、朝食開始時刻が遅いため、食

べ物が人ってくる侶りがなかなか伝わらないの

で、排便のリズムが乱れて、朝に排便できる割合

が低下し、排使時刻が遅くなったのではないだろ

うか。また、栄殺索のパランスが偏る食4iと砒が

足りない食事から、腸内に食物残消が滴たされず

に、なかなか便が出ないのではなしヽかと誰察した。

それらの幼児に対して、 lH 3食で、栄従のバラ

ンスの良い食べ物を食べさせること、また、 3食

以外に足りないものを、午前と午後に 2炭、質の

良いおやつをh|i允することも必要であろう 3 もち

ろん、日中の述動はも櫓やし、食欲を高めてあげ

たいものである。

福建省の幼児の特徴として、‘ド均就寝時刻が

21 II寺47分と 6地域の中で2番fIに迎い地域であ

っ年 前橋ら 1:1 は、就寝時刻が迎くなるほど、

翌朝に疲労症状を訴える頻度が高くなると指摘し

ており、就寝時刻を『・めるためのエ火が求められ

よう c 次に、朝の疲労甜状の有訴冷；をみると、男

女を1iilわず「ねむい (12.6%~13.l%)」という

同答が最も多かったことにより、福建省の幼児は、

睡眠イサ足の状態がからだにネガテイプな影評を及

ぽしているのではないかと懸念したe また、カウ

プ指数をみると、 -i普辿」に該当する幼児が4割

おり、男女ともに「やせぎみ」と 「やせすぎ」に

該当する人数，lflj合が約 3割もみられたことより、

夜間のII垂眠不足が、 11中の疲労感や眠気を＇ 1・：じさ

せ、括動力を低 ドさせ、エネルギーの消状が少な

くなり、少食や偏食、給伐嫌いという栄養!fiiでの

11il題を生じさせたのではないかと考えたこそのた

め、就寝時刻をい·めるように、家庭内で[•どもの

就我時刻を決めることや就寝時のルールづくりの

t夫が必要な(/)ではないだろうか＂

安徽省の幼児は、 6地域で唯一、就寝時刻 (21

時20分）が21ll ．． が30分前であり、 II剰眠時間 （9

-.つコ ー

時間 46分）もほかの地域と比べ、 1 ％水準で布

意に長かった。しかし、心身の発逹が折しい乳幼

児期で、成長ホルモンの分泌に適した就寝時刻を

考殿すると、遅くても 21IIがまでには就寝し、 LO

時間以卜の睡眠時間日を確保するような働きか

けが沼ましく、吊く就寝させることを呼びかけた

い。また、テレビ・ピデオ視聴時間は、幼児にと

っての椎奨時刻 l'i'より 1時間を超えているため、

就寝11が刻が吊まる lつの方法として、テレピ・ピ

デオ視聴時間を減らし、その代わりに、帰宅後、

遅くならないうちに動的な外あそびでからだを 1—•

分に動かすことか望ましいと考えた。

雲南省の幼児の特徴として、平均朝食時刻が8

時21分と遅く、ほかの地域より 1％水準で有意

に遅かった。「8時30分以降」に朝食を食べる雲

南省の幼児が57.6%~62.0%もいたことを確認し

た。このことより、朝食でプ ドウ糖をはじめとす

る様々な栄従索を補給＂＇すると、午Iiij中にしつ

かり活動できる状態を作る作川があるが、十分な

食事をとる時間が短くなるため、午riij中に園での

活動がしっかりできないものと懸念した。また、

降園後の枡動としては、 雲南省の幼児が、ほかの

地域に比ぺて、テレビ・ピデオ視聴時間が最も長

かった，／降園後のテレビ・ピデオ視聴が戸外の運

動あそびIlが1li1を称うため、外あそび時間が短くな

り、その結果、からだが動かず、エネルギーの発

散ができ ないため、夜に心地良い疲れを得られ

ず、早めの就冦ができなくなっているものと考察

した，それらの幼児に対して、保育者・保護者は、

述動あそびの楽しさを:fどもたちに伝えることが

必要ではないだろうかう 保脊 ・ 幼児教育機関・ 1•}|

体も、手軽に行うことのできる述動あそびの実践

方法を各家庭に伝えることが必要であろう 3

2.全体の考察

中I-Iii幼児の平均就寝時刻が21時43分、 平均起

床時刻が7時 14分と遅く、 II廂眠時間が9時間 28

分と'J:i.iぃたり迎寝遅起き・生引悧聞唾眠となって

いる実態を確認した3 幼児にと って、21時まで

に就寝 し、夜1ii]に 10時間以上のII雁IIlし時間をとる

ことが沼ましいが、中国幼児の令休的な現状では、

遅寝遅起きで短時間睡眠の問迎が栢iめて深刻化し

ていることを心配した。悩橋ら 1ft'は、乳児およ



び幼児における就寝時刻と保護者がj’・どもを寝か

しつけようとする養育行動（寝かしつけ時刻）と

の1111に有意な関連があることを指秘jした。つまり、

保設者が幼児を＼！く寝かせる意識イ山）．じゃ幼児に対

する睡眠の人りjさについての認識イ山）止が、中国幼

児の遅寝、 II雁1脹イ山足の誘囚となっているのではな

し、かと危惧した3

中国教脊；＇， i11の「 3~ 6歳幼児学晋と発展ガイ

ド」 l` では、幼児が規則正しし、牛話習慣を身に

つけるために、 ＼渇笈恥起きと朝ごはん等を含むポ

イントをアピールしているが、中国では 「節11、

朝食を食べている」幼児の割合は8割しかおらず、

さらに、 「朝の排便が不定期」である幼児は約5

署llもI,ヽ たことを1確認したr 胃が小さい幼児は、必

要とする 11-1 3食のうち、 1食でも抜けば、栄登

バランスが偏り、抵が足りない食事になり、 ll易内

に食物残柑が満たされず、なかなか便が出なくな

るのではないだろうか。また、幼児の偏在による

野菜類や1l・：類、果物類などの食物繊維を多く含む

食物が適州にとれないのではないかと懸念した，

心容性食物繊維は、便容：iしを増餓する効果があり、

水溶性食物繊維は便の水分含有を増加すること

で排便を助ける効果:17 • があるため、それぞれ

の組織をとることで、幼児が適止に排便すること

ができる。そのため、幼児に対しては、毎I」、朝

食を しっかり食ぺること、 1日に 3食を加I;¥・:に摂

収すること、栄1癸バランスの良い兵‘jiをとること、

朝、 トイレに瓶る洲間を身につけること等への努

力が必要であると考えた —

また、中国教育部の 「3~ 6歳幼児学習と発展

ガイド」 l'によると、幼児は、 11f1-1、外あそび

を 2H寺間以 1••、そのうち体育活動あそびを 1 時問

以 I．．することを H安としている。中国の幼児の現

状をみると、幼児削に沼ましいとされている11fLi 

2時間以卜のあそび （その中 111.¥:llll以卜の外あそ

び）は行っているが、あそびの内容をみると、男

児では 「テレピ ・ピデオ視聴」、女児では 「お絵

かき 」 と 「絵本•本説み」 という静的なあそびが

多かった。前柏以は、動いてしヽないfーは、夜に

心地よし吋｝及れか感じられず、早めに就寝できない

と指摘していることより、運動姑が少ないために

虹い就寝となっているものと推察したっ今1い1の調

ー・- .9()一

介では、幼児の園内での活動調介を含んでいない

ため、 fどもの日中の身体活動」社が低下している

かどうかは、正確には把梱できなかった。 —• 方、

降園後の泊動としては、からだをしっかり動かす

「外あそび11.lf|If]」が少ないことと、室内での 「惟

的あそび」の多いこと、 「テレピ・ピデオ視聴」

の多いことを確認し、幼児の身体祈動址は，t：iま っ

ていないことを危惧した。

幼児の発脊状態を表すカウプ指数を調奔した中

国幼児全体でみると、「将通」1本氏）に該当する人

数割合が4祁Ijを下同った。また、男児が「）、くりす

ぎ」と 「）．くりぎみ」、女児が 「やせすぎ」と 「や

せぎみ」の割合がそれぞれ約 31:Ilずついた。II剰眠

ィサ足でホルモン分泌が乱れる恐れや活動最が少な

いことによるエネルギー消翡のイ<|•分さによる）l且

満問題、あるいは、少紅・偏食・給食嫌いによっ

て、やせの問題が生じているのではないかと危惧

したじ

まとめ

中国の 6地域で 3歳～6歳児の保護者に対し

て、幼児0)11：．活習ttt，凋介を行い、各地域における

幼児の健康竹理上の課題を地域別に比較した結

果、

(I) 北扇市の幼児は、‘|;•均あそび時間と外あそ

び時間は 6地域の中でイi紅にlJ:かった(p< 
0,01)。 また、平均就寝IIが刻は 21時 30分を超

える虻哀で、短時1lil11派Ill訳であった。夜の活動よ

り、 1_1中、体温がピークになる午後4時頃の述

動あそぴを焚励したい—

(2)山西省の幼児の‘ド均就哀Ilが刻は、 6地域のI|l

で就籾l該IJが最も迎かった，また、外あそび時

lfilにおいては、北如Iiや安徽省、雲南省に比べ

てイT.1・ふに短かかった(p< 0.01)。 日中に多様
な述動あそびをさせて、述動：itを確保すること

への I:)こか求められたa I決l’り省の幼児の朝食時

刻は、 6地域の中で2番IIに虹い地域であり、

排硬時刻は最も遅いことを確，忍したっ111 3食

を定II}に、栄養のバランスの良い食ぺ物を食ペ

させることを呼びかけたいa

(3)福建省の幼児は、6地域の中で就寝時刻が2

番Hに迎い地域であったc また、男女を1廿lわず、



,:iJjに 「ねむい」という訴えが倣も多かった。家

庭内において、 fどもの就哀時刻を決めること

や就寝のルールづくり等の「・人が必要であるc

また、安徽省の幼児は、 6地域の中で唯一、就

寝時刻が21時30分前であり、 li唾IIL閲時間もほか

の地域と比べてfi意に長かった (p< 0.01)。
(4)'芸南省の幼児は、平均朝食II寺刻が8時21分

と遅く、 6地域の中で有邸に遅かった (p< 

0.0l)。降園後の活動としては、虚南省の幼児が、

ほかの地域に比べて、テレピ・ビデオ視聴II.lfIiil

が最も長かった3

(5)中国幼児の生活習慣の全体的傾向は、休従1(1j

では迎寝迎起きで短時間II稲II民の問題が極めて深

刻化しており、栄旋面では排使不定期の幼児や

排便時刻の遅い幼児が多く、巡動而では降14t1後

に塞内での 「静的あそび」と 「テレビ ・ピデオ

視聴」の多いことを確認した。 また、 「将通」

体邸に該当する人数割合が 4 割を 1‘•[III った。 男

児は ―)べりすぎ」と 「太りぎみ」、女児は 「や

せすぎ」と 「やせぎみ」の割合がそれぞれ約 3

祁Jし、た。

これらのことより、中国の幼児の遅税迎起き短

II、Hill||l廂眠問題、排便時刻のイ汲定期間題、テレビ・

ピデオ視聴や静的なあそびの多い問題は、 「-jl(f辿」

休型に該 ‘11する幼児の激減につながったのではな

いだろうか3 これらの健康課題のあることの梢報

を中日の凶関係者や保育者、教脊者、そして、保

護者に伝え、できることから改将を図っていくこ

とが急務であると考えたc
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